
 

【事業の概要】 

防災アドバイザーや「甲斐の国・防災リーダー養成講座」（Ｈ２５年度から実施）の修

了者等を、26年度から 28年度の３ヶ年にかけて各市町村のモデル地域に派遣し、「防

災マップづくり」や「図上演習」の研修を実施することにより、他の模範となる自主

的な防災活動の発展を図ります。 

（※「甲斐の国防災リーダー養成講座」修了者のフォロー研修を兼ねる） 

更に、事例集を取りまとめ、県内の自主防災組織に配布することにより、県内全域

の自主防災組織への波及と活性化を目指します。 

 

○支援対象地域（26 年度） 

 各市町村・１自主防災組織 × １８ 市町村 ＝ １８地域 

 

 ※ 県下２７市町村において、３年間で１市町村当たり２自主防災組織が参加 

（５４箇所÷３年＝１８箇所／年） 

 

   ※ ２６年度は、市町村毎に、モデル的な取り組みが期待できる自主防災組織を

１つずつ選定し、下記の支援チームを派遣する。 

   ２７年度以降は、前年度の事例集を市町村や自主防災組織に配布のうえ、支

援を希望する自主防災組織の中から支援地域を選定する。） 

 

 ○支援チーム 

  ・防災アドバイザー 
（山梨大学 地域防災・マネジメント研究センター センター長 鈴木猛康教授、等） 

 

・県（防災危機管理課、地域県民センター） ・市町村（防災担当者等） 

 

・「甲斐の国防災リーダー養成講座」修了者（兼・ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修） 

 

 ○支援内容 

 (1)防災マップづくり（含・地域フィールドワーク調査） 

 (2)図上演習（上記のマップを活用） 

 (3)自主防災組織・活動計画（研修、訓練等）の作成支援 

 等 

 

平成２６年４月３０日 

国立大学法人 山梨大学 

 

平成２６年度新規事業：自主防災組織・活性化特別推進事業 

     

写真 市町村に対するシステム研修の様子   図 山梨県災害対応管理システム 


